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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

環
境
省
が
十
一
月
十
二
日
に
発
表
し
た
平
成
十
九
年
度
の
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
速
報
値
）
は
二
酸
化
炭
素
換
算

で
前
年
度
比
二
・
三
％
増
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
京
都
議
定
書
で
日
本
は
平
成
二
十
年
〜
二
十
四
年
度
平
均
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
平
成
二
年
度
比
で
六
％
減
ら
す
目
標
を
課
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
比
で
は
十
三
・
五
％
の
削
減
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
を
産
業
界
が
負
担
し
て
削
減
を
行
お
う
と
す
る
と
莫
大
な
コ
ス
ト
負
担
が
必
要
と
な
り
非
現
実
的
で
あ
る
。
今

年
の
六
月
二
十
八
日
の
日
本
経
済
新
聞
に
よ
れ
ば
、
一
バ
レ
ル
一
四
〇
ド
ル
で
一
ド
ル＝

一
〇
六
円
の
為
替
相
場
が
続
け
ば
、

日
本
か
ら
の
産
油
国
へ
の
所
得
流
出
は
二
十
四
兆
円
だ
そ
う
で
あ
る
。
い
つ
ま
た
原
油
価
格
の
高
騰
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
四
％
と
い
う
現
実
を
国
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
質
問
す
る
。

一

風
力
・
太
陽
光
・
地
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源
と
し
て
は
国
内
に
豊
富
に
あ
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
政
府
が

こ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
取
組
は
遅
れ
て
お
り
、
世
界
の
中
で
の
シ
ェ
ア
を
ど
ん
ど
ん
落
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
一
例
と
し
て
風
力
発
電
の
国
別
の
設
備
容
量
を
別
添
の
図
で
示
し
た
。
平
成
十
六
年
末
に
は
日
本
は
世
界
八
位
で
あ
っ

た
が
、
平
成
十
九
年
末
に
は
十
三
位
に
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
政
府
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
も
っ
と
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

一



二

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
と
い
う
面
で
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
電
力
の
買
い
取
り
価
格
で
あ
る
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
ド
イ
ツ
な
ど
と
比
べ
て
買
い
取
り
価
格
が
低
い
た
め
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
は
採

算
に
合
わ
ず
、
い
つ
ま
で
も
開
発
が
進
ま
な
い
。
し
か
し
、
買
い
取
り
価
格
を
上
げ
る
と
、
電
力
会
社
の
負
担
が
大
き
く
な

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
負
担
は
政
府
が
助
成
金
と
し
て
電
力
会
社
に
支
給
す
る
と
い
う
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

三

買
い
取
り
価
格
を
上
げ
た
だ
け
で
は
開
発
が
進
ま
な
い
分
野
が
あ
る
。
例
え
ば
洋
上
風
力
発
電
で
あ
る
。
日
本
は
国
土
の

約
十
二
倍
も
の
面
積
の
排
他
的
経
済
水
域
を
保
有
し
て
お
り
、
こ
の
水
域
の
一
部
を
利
用
し
て
風
力
発
電
を
行
え
ば
、
日
本

の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
満
た
さ
れ
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
（
注
）
。
洋
上
風
力
発
電
で
は
、
あ
る
程
度
の
事
業
規
模
が
確

保
さ
れ
炭
素
繊
維
を
使
っ
て
製
造
し
た
場
合
、
耐
用
年
数
は
八
十
年
以
上
で
発
電
コ
ス
ト
が
原
子
力
に
よ
る
発
電
コ
ス
ト
を

下
回
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
国
民
に
大
変
大
き
な
希
望
を
与
え
る
も
の
と
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
す
べ
て
民
間
の
企
業
に
行
わ
せ
る
に
は
、
規
模
が
大
き
す
ぎ
、
ま
た
経
費
を
回
収
す
る
期
間
が
長
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
も
っ
と
積
極
的
に
財
政
支
援
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
注
）

瀬
谷
道
夫
、
山
口
光
弘
、
多
田
国
之

文
部
科
学
省
科
学
技
術
政
策
研
究
所
・
科
学
技
術
動
向
研
究
セ
ン
タ
ー

二



平
成
十
四
年
三
月

四

平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
一
三
号
）
で
は
、
将
来
へ
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
と
い

う
意
味
は
債
務
残
高
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
増
や
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
赤
字
国
債
を
発
行
し
て
景
気
対
策
を
行
っ
た
場
合
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
減
少
す
る
と
い
う
可
能
性
も
否
定

し
な
か
っ
た
。
政
府
は
赤
字
国
債
発
行
を
必
要
以
上
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
十
一
月
十
七
日
の
朝
日
新
聞
で
も
今
年
の

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ク
ル
ー
グ
マ
ン
氏
が
「
大
不
況
克
服
へ
巨
額
財
政
出
動
を
せ
よ
。
債
務
増
を
心
配
す
る
時

で
は
な
い
」
と
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

今
我
々
は
真
剣
に
日
本
の
未
来
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
も
、
二
兆
円
の
定
額
給

付
金
よ
り
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
お
金
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
定
額
給
付
金
以
上

に
国
民
の
理
解
を
得
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
積
極
的
に
政
府
が
乗
り
出
す
と
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
る
。

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
。

�

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
。

三



�

排
出
権
取
引
で
日
本
は
有
利
な
立
場
に
立
て
る
。

�

開
発
さ
れ
た
技
術
は
輸
出
で
き
る
の
で
、
日
本
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
を
恐
れ
る
必
要
が
無
く
な
る
。

�

定
額
給
付
金
よ
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
押
し
上
げ
効
果
が
大
き
い
。

�

赤
字
国
債
で
は
な
く
建
設
国
債
を
使
え
る
。

�

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
へ
の
投
資
は
国
の
借
金
を
増
大
さ
せ
る
が
、
同
時
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
増
大
さ
せ
る
。
借
金
の
増

加
率
よ
り
も
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
率
の
ほ
う
が
大
き
く
、
結
果
と
し
て
国
の
借
金
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
減
ら
し
、
将
来
世
代

へ
の
つ
け
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

右
質
問
す
る
。

四



五


